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1.研究の目的と方法
本研究では、年々深刻になっている寒冷積雪地の住宅地に発生する雪処理問題に着目し、シ

ミュレーションにより対象住宅地の除雪総量および除雪箇所別除雪量を算出し、住宅地内で発

生する雪処理量を把握し、除雪量の大小および住民の除雪苦労度に影響を与える要因について

分析することを目的としました。研究方法は次の通りである。

(1)1987年 に札幌市手稲地区で実施したアンケート調査
1)の
対象 5地区における個々の住宅129

軒について除雪量をシミュレーションによって算出し、除雪量の大小に影響を与える要因つ

いて分析する。

(2)1987年 に実施した除雪苦労度に関する住民アンケート結果と(1)の シミュレーション結果と

クロスさせ、おもに除雪の苦労度に影響を与える要因について分析する。

2.除雪量の計算方法
(1)除雪時の積雪深の検討

今回、除雪すると仮定した積雪深は平均最大積雪深の1.2mで ある。これは最大積雪深以降、

積雪深は減少 し続けることから、これを除雪して積み上げたものと入力による除雪圧密0.7

と考えたとき、降雪毎の除雪量を総和したものと体積で等しくなる。このことから除雪時の

積雪深の値として札幌市手稲地区における過去10年の平均最大積雪深である1.2mを 採した。

(2)除雪箇所の設定

除雪には大きく分けて個人が入力で行う除雪と機械による道路除雪とがある。その時の雪の

圧密はそれぞれの除雪量が1.0(入 力除雪)、 0.6、 0.7(道路 。歩道)に圧密されると仮定した。
また除雪部位の設定については、1987年 に行ったモニター調査によって実際に行われている

除雪行為・箇所等から設定した。除雪部位は以下の通りである。 (図-1)

①アプローチ確保除雪量は、道路面から玄関までの距離×幅lm× 1.2m

②駐車スペース除雪量は、道路から車庫

までの距離×幅3m× 1.2m

③敷地外除雪量は、通路幅および車庫幅

×((道路幅 -4m)■ 2)× 1.2mと 通路・

車庫幅×2m× 1.2m× 0.6を加えたも
のとした。 (お もに機械除雪によって

道路端にかき分けられた雪)

④落雪により窓に雪がかかる場合の採光

確保除雪は、外壁から幅lm× 窓幅で

除雪する。

⑤④のための通路確保除雪量は、除雪が

必要な窓までの距離×幅lm

⑥自然積雪により窓にかかる場合の採光

確保除雪は、外壁から幅lm× 窓幅で

除雪する。
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図-1 除雪部位の設定



(3)落雪屋根の落雪量の計算方法

落雪屋根の落雪形状は中村式
2)を
修正 し計算 した。修正の主な理由は、気象条件の違いか ら

雪質が違 う。屋根 に積 もった雪の40%が吹 き飛ばされるなどが他の研究結果から明 らかにな
っていることなどを考慮 して修正 した。

(4)堆積可能面積の設定

堆積可能面積の設定は外壁からlm以上離 しCLか ら2m(自 然滑落屋根の落雪部分 も含む )ま
でを最大堆積量 とする。植栽などがある場合にも原則 として lmの幅があればその部分 も堆

積可能面積に含める。
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2 除雪量の大小に影響を与える要因の分析
除雪量の大小 は道路位置・道路幅員・敷地面積・建ぺい率・車庫形態・ アプローチの長 さな

どの住戸計画の要因によって影響を受けると考えられる。そこで除雪箇所 ごとに上記の要因別

の除雪量の平均偏差を求め、その傾向を分析する (表 -1)。 分析結果の概要は次の通 りである。

・ アプローチ除雪量は全体的にみると各要

因とも偏差が小 さいが、道路位置・ アプ

ローチ長 さに影響を受けている。 これは

道路位置によってアプローテ長さが大 き

く変化するためである。

・駐車 スペース除雪量に影響を与える要因

として、車庫形式が最 も重要である。こ

れは車の有無および車庫の有無が大 きく

関係 している。また道路位置でみると道

路の北側では車庫を敷地境界に設けられ

るが、南側では車庫組み込みになる場合

が多いため敷地よりlm以上後退するた
め除雪量が増大する。

・敷地外除雪量 は駐車 スペース アプロー
チ確保のための道路上の除雪であるため、

道路幅員が大 きな影響を与えている。

落雪除雪量は屋根形態で偏差が大 きい。

これは無落雪屋根 と落雪屋根の落雪除雪

量の差が極めて大 きいためである。 しか

し、平均除雪量は 72」 であり、除雪総

量の168%で ある。一般的に多量に発生
すると考えられている屋根雪の処理量よ

りも、日常的な除雪量の方が比率が高い。

表 1 除雪勧所別除雪量と要因との関係

除雪

筒所

要 因

日 常 除 雪 非 日常除雪

ア
プ

ロ

ー

チ

ス

ペ

ー

ス

駐

車

敷

地

外

除

雪

一港
雪

除

雪

窓

下

除

雪

道路位置 △ O △ O △

道路幅員 △

敷地面積 △ △ 0 △

車庫形式 △ ◎ △ △ △

7フ ロチ長さ △ △ 0 △

屋根形態 △ ○ 0 △

建べい率 △ △

平均除雪量 38J 100“ 16 72J ,811

X…平均偏差 20未満
△…平均偏差 20～ 50
0… 平均偏差 ,0～ 30未満
0… 平均偏差 80以上
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・窓下除雪量は全体的に各要因 ごとの偏差が小 さい。 これは住宅地全体で平均的に除雪量があ

るためである。今回のデータには含まれていないが窓の位置・高 さが大 きな影響を与える。

3 除雪苦労度 に影響を与える要因の分析
除雪苦労度に影響を与える要因として、除雪量・除雪筒所・排雪場所の有無、距離などの物

理的要因 と、年齢・家族構成などの属性要因があげられる。

先に実施 したアンケー ト結果と今回計算 した対象地区の除雪量のデータか ら、除雪苦労度に

影響を与える要因の分析 した。

(1)除雪総量

・ グループ n、 ■を除けば、総 して除雪総量 と除雪苦労度は比例関係にある。また除雪量が

30J以下の場合「我慢できる」、60d以上の場合「 非常 に苦労」 と感 じる比率が高 くなる。
(2)世帯主年齢

・グループΠは、除雪量が30d以下比較的少ないが、除雪苦労度は「非常に苦労」 と感 じて
いる。 これは年齢層が高齢であるため、

除雪量が少量で も苦労 と感 じる比率が

高い。

・ グループ皿は、除雪量が60rと 多いが、

17人中12人 が40代以下の年齢層のため

苦労 と感 じる比率が低 くなっていると

考えられる。

(3)雪捨て場までの距離

・ グループ皿は除雪量が00イ 以上 と多い

が、総 して年齢が若いことに加えて、

排雪場所までの距離が近いため「非常

に苦労する」 と感 じる比率が低 くなっ

ていると考えられる。 図 3 除雪箇所別の除雪労力評価
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図 2 世帯主年齢別の除雪総量と除雪苦労度との関係
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(4)除雪箇所 (図 3)

・駐車スペース確保のための除雪量 と落雪除雪量の大小は「我慢できる」

と考える両者 ともに大 きな影響を与えている。

・敷地外除雪量は、除雪箇所別の除雪量の中で159」 と最 も多い。 しか し

「苦労 している」と考える両者 ともに比率が低い。

「苦労 している」

「我慢で きる」

4 まとめ
(1)落 雪除雪量は除雪総量の約15%を 占め、降雪毎に行 う日常除雪量は除雪総量の約 70%を 占め

ている。落雪除雪や窓下除雪の非 日常除雪は、冬期間に数回行われる大掛 りな除排雪である

ため、除雪労力 も大 きく排雪場所の確保などが必要となる。また日常除雪は降雪の度に行わ

なければならなく、冬期間の生活を営むために絶対的に必要なものである。従 って冬の生活

を楽 しむためにも、日常除雪量を軽減することが除雪総量を軽減する上で重要である。

(2)除雪苦労度については、総 して除雪苦労度は除雪量の大小に関係がある。 しか し、その他の

要因である除雪箇所・排雪場所の確保などの物理的要因や年齢・家族構成などの属性要因に

よって大きく左右 されることが明らかになった。 これ らのことから除雪苦労度を軽減す るた

めには、住み手自身の諸条件や個々の住宅の敷地条件を把握 し、それぞれに適 した雪対策や

雪処理方法をとることが重要である。
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